
DX推進活動事例発表
DX・IoT推進室室⻑ 丹⽻ 優



経営層的な視点

• 2021年5月社⻑が会⻑に

• 丹⽻ 陽が社⻑に

• 丹⽻ 優 社⻑を補佐/アドバイスする⽴場



データは航海の羅針盤



データは航海の羅針盤

必需品



会社の問題点 (ITシステムで改善できる)

• データがあまりにもない
• 数字を元にした話し合いになりにくい

• システムが現場の改善に追従できていない
• 改善後もシステムに合わせるために作業が増えていたりした



理想のITシステムを考える

会社の利益を最⼤化するためシステム
• 全てのシステム、ソフトウェアは会社の利益を最⼤化するためにある

人の作業を問題解決に集中させる
• 人がしなくてよい作業はシステム(パソコン)に作業をさせる

• 特に計算作業、⼊⼒作業等は人が⾏うとミスする可能性もあるため
できるだけやらせない(または補助をつける)



システムの切り分け

• 競争⼒に直接繋がらないシステムは
パッケージ/クラウドを使う

→メール ホームページ 会計システム

• 製造現場に近いシステムは
競争⼒につながるからオリジナルで作る

→システムに合わせるための⼊⼒の⼿間が増えたりして
本末転倒になる



終わらないシステム改修
•製造ラインは常に改善をしている

→システムも追従するために改修作業が必須

•ユニケージは常に更新するのには向いている

•枯れた技術なので載せ替え作業などは少ない
(改修作業に専念できる)



欲しいと言われるものを優先

•まずはシステムを改善できる体験を提供

•データで仕事をすることのメリットを
実感してもらう

•人の作業を問題解決に集中させる



イメージ図

基幹システム

IoTで取得したデータ

Office 365などの別システム

データの⼊⼒

別システムへの⼊⼒

ハンディでの⼊⼒

データの活用



IoT

PLC

ラズベリーパイ



開発体制
弊社

専任 1人

室⻑（マネジメント） 1人 1.5人

USP様



ITシステムの更新の経緯

• Windows server(OS)

• MS SQL(DataBase)

• Visual Basic(言語)

サポート期限のたびに更新費用が⾼い

• AS400
RPG(言語)

動かせるハードウェアが専用のために⾼い

• Linux(OS)

• Text file(DataBase)

• shell(言語)
今回のシステム

• ユニケージ/USP

Before  1 2000年代

Before 2 2010年代

After 2020年代



機能一覧(内製)


